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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、エチオピアにおける

地方分権化と野生動物保護政策に関す

る具体的な事例を検討し、（１）地方分

権下における野生動物保護政策の実態

を把握すること、（２）地方分権下にお

ける「住民参加」の状況を明らかにする

こと、（３）（１）（２）の結果を踏ま

えたうえで、アジア・アフリカ諸国の事

例と比較検討しながら、地方分権下にお

ける今後の野生動物の保護管理政策に

おける「住民参加」の方向性を探ること

の3点である。 
 

２．研究の進捗状況 

 本研究は、主に東アフリカ地域の国立公園

に代表される自然保護区およびその周辺の地

域社会における文化人類学的な現地調査およ

び、比較対象となる他地域の事例を検証する

ための文献調査を手法としている。 

2008度は、ケニアとエチオピアの野生動物

保護区において現地調査をおこなった。とく

に本研究の対象地となるエチオピアにおいて

は、地方分権化によって、中央政府から地方

政府へ野生動物保護区の管理運営の権限委譲

にともなう現地レベルの対応を把握すること

を試みた。聞き取り調査の中心は、2007年に

非営利活動団体African Parksが自然保護

区の管理運営から撤退を発表したことにと

もなう影響を関係者への聞き取り調査から

明らかにすることを試みた。 

2009年度はアジア・アフリカ諸国の地方分

権化下の鳥獣行政の動向についておもに文献

により情報を収集・分析している。アフリカ

の野生動物の保護管理に関する政策形成は、

従来欧米諸国が強い影響力を行使してきたが

、先進諸国の中でも里山的環境を保持すると

いう点で特殊な位置にある日本の事例検討が

アフリカの野生動物保護管理を考えるうえで

有効になると考え、今後日本の鳥獣の保護管

理のあり方についても現地調査をおこなう予

定にしている。 

現地調査で得られた情報については、日本

アフリカ学会（2009年度）、日本野生動物保

護学会（2009年度）において随時発表をおこ

なった。  

  

３．現在までの達成度 

①おおむね順調に進展している。 

 (理由)2009 年度に予定していた国際学会
での成果発表は、「計画に関する諸条件」に
より、2010 年度 7 月開催の世界社会学会議
（於：ヨーテボリ）における発表に延期した。
その他はほぼ順調に進展している。 

 

４．今後の研究の推進方策 
2010 年度は最終年度であり、研究の成果発表
を中心におこなう予定である。10月に予定し
ている日本野生動物保護学会（岐阜県）にお
ける成果発表、学術雑誌への論文投稿を目指
す。 
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西崎伸子「地域で取り組む獣害対策：電気牧

柵の設置の動態に関する地域研究的考察」第

15 回野生生物保護学会大会（東京：日本獣医
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